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地域と共生し、地域に裨益する
太陽光発電を！

ソーラーウイーク大賞の事例紹介

令和５年度第４回宮城県再生可能エネルギー等・省エネルギー促進審議会
一般社団法人太陽光発電協会による良好事例表彰の取組みについて

2024年1月23日



1. ソーラーウィーク大賞の創設と目的
太陽光発電の一層の普及拡大や⾧期安定運営の実現のためには、当該事
業が地域に受け入れられ、定着することが必要です。そのためには、当該事業
において、地域の雇用・産業 の創出、災害時の電力供給等、地域と共生する
取組が実施されていることが重要です。
一般社団法人太陽光発電協会が本年創設した、 「ソーラーウィーク大賞」は、
地域に貢献し、地域から望まれ、他の模範ともなる太陽光発電の普及拡大に
資する取組・事業とそれを支えている方々を表彰するものです。 地域との共
生・共創に基づく太陽光発電が全国に広がるように、太陽光発電の地域貢献
の 可能性について、多くの方に認知して頂くことを目的としています。

2. ソーラーウィーク大賞の評価項目
①地域振興への貢献度 ・地域振興
②地域による関与度
③地域住民からの理解・支持を得るための創意工夫・取り組み
④事業の持続可能性・⾧期安定稼働の蓋然性
⑤取り組みの影響度・先進性
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3. 2023年度のスケジュール
9月8日（金）～ 10月10日（火） ： 公募エントリー期間
10月25日（水） ： 結果公表
11月7日（火） ： 表彰式（東京国際フォ-ラム）

4.審査委員会
審査委員⾧ ：京都大学教授 諸富 徹 先生
審査委員 ：東京大学教授 髙村ゆかり 先生
審査委員 ：東京理科大学教授 植田 譲 先生

5.ソーラーウィーク大賞受賞者
大 賞：(熊本県球磨村）球磨村森電力
優勝賞：(京都府福知山市）たんたんエナジー、

(大阪府能勢町)能勢・豊能まちづくり、 (奈良県生駒市）生駒市、
特別賞：(北海道鹿追町) 鹿追町,（岩手県陸前高田市）ワタミオーガニッ

クランド、（⾧野県上田市）NPO 法人上田市民エネルギー、
（⾧野県王滝村）自然電力、 （静岡県浜松市）浜松市、

3



受賞 提案地区・ 代表事業者・ 事業名

ソーラーウィーク
2023 大賞

熊本県球磨村 代表事業者：株式会社球磨村森電力
「脱炭素×創造的復興」によるゼロカーボンビレッジ創出事業」

ソーラーウィーク
2023 優秀賞
（3事業者）

京都府福知山市 代表事業者：たんたんエナジー株式会社
京都府福知山市における市民参加型の太陽光発電所・防災拠点づくり

大阪府能勢町 代表事業者：株式会社 能勢・豊能まちづくり
里山地域の地域課題解を目指した地域貢献型の太陽光発電システムの導入

奈良県生駒市 代表事業者：生駒市
自治体新電力×コミュニティの力”で新たな脱炭素住宅都市モデルの実現

ソーラーウィーク
2023 特別賞
（5事業者）

北海道鹿追町 代表事業者：鹿追町
「地域課題解決×再エネの最大活用」を目的とした電気と熱のネットワーク

岩手県陸前高田市 代表事業者：ワタミオーガニックランド株式会社
津波被災のかさ上げ地に命を岩手県初の自家消費、余剰逆潮流ソーラーシェアリング

⾧野県上田市 代表事業者：NPO 法人上田市民エネルギー [市民が主人公！
ゼロカーボンと地域の課題解決の起爆剤、市民出資型太陽光発電「相乗りくん」

⾧野県王滝村 代表事業者：自然電力株式会社 「太陽光から始まる村づくり～王滝
村スキー場跡地太陽光発電所の発電事業及びUIターン若者向け支援制度の取組み」

静岡県浜松市 代表事業者：浜松市 “官民連携による太陽光発電導入日本一”

６. ソーラーウィーク大賞受賞者の提案地区・代表者・事業名
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参考：ソーラーウィーク2023 大賞（熊本 株式会社球磨村森電力）
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参考：ソーラーウィーク2023 優秀賞（3事業者）

福知山 たんたんエナジー株式会社

大阪 株式会社 能勢・豊能まちづくり奈良 生駒市地域活力創生部 6



北海道 鹿追町 陸前高田 ワタミオーガニックランド

NPO法人上田市民エネルギー 新潟大滝村 自然電力株式会社 浜松市カーボンニュートラル推進本部

参考：ソーラーウィーク2023 特別賞（5事業者）
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７．代表的な良好事例の紹介 （大賞 から）

事例紹介１：脱炭素×創造的復興」によるゼロカーボンビレッジ創出事業
 熊本県人吉地区の山村の球磨村で、村が抱える様々な課題を、球磨村森電力と、球磨村森林組合が、球磨

村役場と協力し、地域に根差し、貢献した活動が大賞として評価。
 更に2050年までに、林業活性、被災での住民定住、集落の営農基盤強化、公共サービス、ゼロカーボン実現
 これら一連の取り組みは、環境省の脱炭素先行地域にも選考された。（被災老朽屋根補修、地域通貨）
 また、現在構築中の蓄電池導入による、充放電制御により、地域新電力がより地域内裨益で事業を拡大。



事例紹介２：福知山市施設への市民出資型のオンサイトPPA事業
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７．代表的な良好事例の紹介（優秀賞から）

 市民が参加・出資する、太陽光発電事業者を、福知山市の5つの公共施設に、オンサイトPPA事業として導入し、
地域での再エネ拡大、防災拠点作りを実現し、地域経済循環・地域貢献を実現していることが高く評価された。

 このスキームを実施するにあたっては、福知山市、地銀である、京都北都信用組合、プラスソーシャルインヴェスティ
メント株式会社、竜谷大学公共人材・政策開発リサーチセンターの5社連系が重要な役割をはたしている。

 福知山での特産品を投資家の提供することで、関係人口の創出・強化を実現。
 導入施設をつかった環境教育などの他、このプロジェクトが、全国の市民参加モデルとして波及する効果は大きい。



事例紹介３：太陽光から始まる村づくり「大滝村スキー場跡地太陽光発電所の
発電事業及びUIターン若者向け支援制度の取組み」大滝村でのメガソーラー導入
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７．代表的な良好事例の紹介（特別賞から）

 人口約700人の、⾧野県大滝村では07年に閉鎖のス キー場跡跡地の有効活用が、⾧年の課題であった。
地域おこし協力隊として総合計画策定等にも関わっ ていた提案同社社員が村と共同の再エネ開発を目指し16
年より協議を開始。同地を借受け、「2.9MWの大規模太陽光発電所」を建設、21年11月運転を開始。

 受賞のポイントは、地元住民からの要望を設計に反映、売電収益の一部を王滝村の教育支援事業に寄付（I
ターン活用）、村内事業者への一部事業委託、環境や景観へ配慮、理解支持を得るためのころみなどが評価。

 環境や景観などへの配慮は、・設置箇所は住宅等から見えな い場所を選定。御岳山山頂や登山道、公園内の
主要道路等、複数の眺望 点からの景観に配慮しパネルの配置を決定。目隠しとしての樹木の保存（林地開発
なし）や。当初経緯 として、スキー場全体を活用すれば倍以上の事業計画とすることもでき たが、村と協議を
行って規模を半分以下に抑えて景観等を優先している。理解を得るための取り組みも積極的に実施など。



後列 鹿追町松本さん、陸前高田ワタミオーガニックランド小出さん、上田市民エネルギー藤川さん、大滝村自然電力高尾さん、 浜松市袴田さん
前列 JPEA増川事務局⾧、JPEA山口代表、諸富審査委員⾧、球磨森電力中嶋さん、たんたんエナジー根岸さん、生駒市加納さん、能勢・豊能まちづくり渡邊さん

参考：ソーラーウイーク大賞 2023 受賞の皆様
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 太陽光発電は、だれもが取組める、環境未来社会を作るツール

 再エネ分散電源を拡大するには、地域と共生していくことが、
環境負荷の少ないエネルギー社会を作る源
地域の皆様の理解なくして、脱炭素社会の実現はできない

 太陽光発電に一貫して流れているのは、⾧期安定電源として社
会を変え、気候変動を軽減するエネルギーインフラをささえる重
要な役割を担っている姿

８.  JPEAが考えるこれからの脱炭素社会
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 2023年度受賞者プレゼン（本日、ご説明できなかった案件も聴講できます）
「ソーラーウィーク大賞」全受賞者から、その優れた事業内容についてご紹介いた
だく機会を設けることとなりました。

• 日時：2024年1月31日（木）9：50～15：40（予定）
• 開催方法：Zoom オンライン配信
• 講演者：「2023年度ソーラーウィーク大賞受賞者」（大賞・優秀賞・特別賞）
• 定員 ：1000人

①参加お申込みは、以下のボタンからZoomの登録画面に入っていただき、必要事項をご
入力の上、「登録ボタン」をクリックしてください。（参加は無料です）

• 参加お申込みはコチラ 2024年1月31日（水）
②登録いただくと、自動で登録確認メールが届きます。セミナー当日はそのメールに記載さ
れたURLにアクセスしてご参加ください。（JPEAのHPからも登録可能です）
③後日公開の動画視聴をご希望の方もZoomにご登録ください。

 2024年度の応募予定
JPEAでは、2024年度もソーラ―ウィーク大賞の募集をおこないます。
宮城県からも、地域に貢献し、地域から望まれ、他の模範となる太陽光発の
取組・事業とそれを支えている皆様方からの応募をお待ちしております。
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https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_sWM3d80nRTGdsMu_cJJe_A


ご清聴ありがとうございました。
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